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多くの人の感情を同時に分析し, それをもとに声かけをする仕組みは十分に提案されていない. 
本研究では, 状況にあった声かけやそれを実現する仕組み, 同時に多人数の感情を分析することが

できるロボットの実現に向け, 研究に取り組んでいる

概 要

多人数の感情推定手法
及び応用の研究 (井村)

複数台声かけロボットによる
やる気向上効果の研究 (白岩)

＜ 背景 ＞
どのような視点で授業を改善していけばよいのか，学校全体で共有し，互い
に評価し合いながら，学校全体の授業改善を進めていくことが期待されてい
る
→アンケートやコメント参加型の講義などが用いられている

＜ 目的 ＞
アンケートは事後的なものであり、コメント参加型の講義は恣意的な評価で
ある。恣意的な評価の場合、個人的な思考に影響される可能性がある。
→リアルタイム性を確保しつつ、非恣意的な授業の評価方法が必要

↓
生徒の感情を推定することで、上記の課題を解決し、授業の改善に利用する

＜ 課題 ＞
複数人測定する際のデータ送受信の設計
モバイル性を考慮した心拍計の検討とデータ送受信部の設計
感情分類結果の表示アプリケーションの設計

＜システム概要図＞

豊洲Day(2019/6/4)

< 背景 >
• 教師の声かけによる, 学習意欲の向上[1]
• コミュニュケーションロボットによる, 共同学習の意欲の向上[2]

システム概要図

< 課題 >
• 複数台のロボットから得たデータの的確な処理
• やる気向上の判断方法
• 声かけには親密度が大きく関係するが, ロボットとの親密度を高めるた

めの工夫

< 目的 >
複数台ロボットからのデータを利用した的確な声かけの実装

1. Raspberry Pi3でi robotのバッテリー残量のデータを取得
2. 各Raspberry Pi3で取得したデータをサーバーに送信
3. サーバーが受信した各データを比較し評価
4. 評価結果から適切な声かけを選択し, Raspberry Pi3に結果を送信
5. サーバーから受け取った結果に対応する声かけを行う


